
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし。

来年度以降の方
向性

本事業は令和６年度をもって事業終了。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

販売口数及び利用額が１００％に到達しなかった原因は申込者の購入忘れや購入者の利用忘れなどが考え
られる。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

７５億円 約７１億円

↓

アウトカム
成果指標1

市内における商品券の利用額 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

１５０万口 約１４３万口

人工

指標

アウトプット
活動指標1

商品券の販売口数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

2.3 人工

令和7年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 2.3 人工

令和6年度決算額 2,174,307 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2.55 人工

令和6年度予算額 2,304,700 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

エネルギー・食料品等の物価高騰に伴う消費の減退をできる限り抑えることにより、中長期的に市内消費が
堅調に推移する一助とし、幅広い世帯の家計の負担緩和を図るととともに、個人消費の喚起を促す。

他都市の状況

①静岡市「しずとく商品券」販売額（１口）：５，０００円　利用額（１口）：６，２５０円
②姫路市「姫路しらさぎ商品券」販売額（１口）：１０，０００円　利用額（１口）：１２，５００円

市民参加の実施

令和5年度決算額 300 千円 うち特定財源 0

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和５年１１月２日に「デフレ完全脱却のための総合経済対策」が閣議決定され、エネルギー・食料品価格の物価高騰の影響
を受けた生活者や事業者の支援を通じた地方創生を図るため、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事
業を実施できるよう内閣府が「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」（重点支援地方交付金）を創設。
本市では食料品価格等の物価高騰の影響を受けている幅広い市民への生活支援及び地域経済の活性化を目的に、同交付
金を活用したプレミアム商品券事業の実施を決定。

事業内容
（何を実施し）

札幌プレミアム商品券実行委員会が、１口５，０００円分の商品券を４，０００円で販売。
総発行数は１５０万口、発行媒体はスマホと紙の２種類。
＜事業結果＞
（１）商品券の購入申込結果（有効数）
　　　申込人数：４８１，９０１人　申込口数：２，３３９，５６４口
（２）抽選結果
　　　申込口数が発行口数を上回ったため、当選口数が１５０万口になるよう抽選を実施
（３）商品券の購入実績
　　　スマホ商品券：２９３，１９１口　紙商品券：１，１４０，７４５口
　　　合計：１，４３３，９３６口　※購入率：９５．６％
（４）商品券の利用実績
　　　スマホ商品券：１，４６２，８５０千円　紙商品券：５，６８０，２０４千円
　　　合計：７，１４３，０５５千円　※購入率：９９．６％
（５）参加店舗の登録総数
　　　７，２６９店舗（スマホ＋紙：５，５２９店舗、スマホのみ：１，７４０店舗）

事業名 札幌生活応援プレミアム商品券事業
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